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開催日：11 月 17 日（日）受付開始：11 時半～ 

会 場： 大阪キャッスルホテル 大阪市中央区天満橋京町 1-1 06-6942-2401 

（京阪・地下鉄谷町線「天満橋駅」真上） 

総会・特別講義・懇親会：12 時～15 時（市大の近況報告、「抽選会」等） 

会 費：10,000 円（ご家族：7,000 円、新卒会員：無料） 

※10月 20日までに同封ハガキで出欠のご返事をお願い致します。 

ご欠席の場合でも、近況等、是非ご連絡くださるようにお願い 

致します。 

 
令和 6 年度「集い」へのお誘い 

柳敏夫（昭 51 商） 

私は令和 4 年(2022 年)に初めて「集い」に参加しました。2010 年に関西へ戻ってから、会報誌

「しんこう」を定期的に送って頂いておりましたが、Ｙ校・浜大 OB の集まりとはい

え、知らない先輩・後輩ばかりで、なかなか参加する気持ちになれませんでした。

幸い写真研究部の後輩、大上さん（S56 文理)の勧誘にて参加したのですが、私より

年長の先輩諸氏の皆さんはとてもお元気で楽しいお話を聞かせて頂きました。もっ

と早く参加しておけば良かったと思いました。 

定年退職した方々のみならず、平成・令和卒業の現役の方々も是非一度参加してみて下さい。同

じ学び舎にて青春の一時期を過ごした者どうしです。楽しいひと時となりますよ。 

 

近 畿 進 交 会 会 報 

第８０号 
令和 6 年 9 月 20 日 

  麻野広行 

  大井 孝 

大上正通   塚本義久 

井原幸治 

 

（題字：植田美夫） 

令和 6年度近畿進交会「集い」ご案内 
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特別講義のテーマ 

 『横浜市立大学 100 周年に向けて、その歴史を辿る』 

“Ｙ専を源流とした、市大の歴史に触れてまいります” 

講師紹介（J-GLOBAL等より） 

【研究キーワード】 

経営学 

【専門】 

人的資源管理論、経営教育論、中小企業経営論 

【プロフィール】 

1966年3月 早稲田大学 商学部 

1971年3月 早稲田大学 商学研究科 経営経済 

1979年4月 横浜市立大学商学部着任 

1981年4月 横浜市立大学国際総合科学部教授 

2008年4月 横浜市立大学名誉教授（現在に至る） 

【著書】 

編著 [2002]『グローバル時代の企業と社会』ミネルヴァ書房 

共著 [2002]『個を尊重するマネジメント』中央経済社 

編著 [2002]『経営学の構図』学文社 

共著 [2003]『アクティブ・シニアの消費行動』中央経済社 

 [2003]『外国人教授が見たニッポンの大学教育』中央経済社 

 

 

 

齊藤教授の講義に参加します 野村隆志（昭 58 商） 

1983 年オリックス（株）に入社して大阪配属になった際、一度だけ進交会に出席し、三木さんの名刺を頂い

た記憶だけ残っております。齋藤先生とはもう何年も前に齋藤ゼミのＯＢ会でお会いして以来です。私は２期生

でした。現在私はコンサルタントとして起業しております。ご案内ありがとうございました。 

 

11 月 17 日「集い」参加申し込み致します 津田 隆（昭 58 商） 

齊藤ゼミ卒 近畿在住の津田と申します。ご案内方ありがとうございます。１１月１７日 大阪での齊藤先生 

特別講義と聞き是非参加させていただきます。 

私事ですが、市大卒業以来現在まで同一の会社に勤務しておりましたが、本年にて退職致しました。人生初の

失業保険暮らしで暫くのんびりして、今後を考えている所です。

 

11月 17日(日) 12時より 大阪キャッスルホテル 

齊藤ゼミ生からのお便り 
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「歩こう会」の報告 

 麻野広行（昭 50商） 

サークル活動「歩こう会」

の世話人麻野です。 

令和 6年 5月 18日（土）

13時 30分現地集合にて「天

王寺七坂と歴史を探る散

策」をテーマに下記のコー

スを巡りました。 

①口縄坂と織田作之助文

学碑そして浄春寺・太平

寺・梅旧院 

②愛染坂と大江神社・浮瀬亭跡 

③清水坂と清水寺・玉出の滝 

④天神坂と安居神社・真田幸村戦死地碑 

⑤四天王寺は聖徳太子が 593年に建立し、大阪大空襲

で焼失したが昭和 54年に再建される。 

⑥反省会：「や台ずし」寺田町店にて 16時より 

参加者：内田・植田・竹田・牧・麻野・田邊・ 

川戸 7名（敬称略） 

反省会のみ参加で大塚さん。 

 

次回は秋に予定しており改めて案内します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植田相談役が、毎日オープンテニスのセニア部門で

大健闘され、準優勝に輝きました。本人からの談話が

届いていますので、下記に掲載させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「皆様へ こんばんは！ 

今日は毎日オープンの決勝戦でしたが、大接戦で 

疲れ果てて先程帰宅しました。 

1時間 50分の 3回フルセットで、４－６・６－２・ 

８－１０の成績でした。 

皆さんのご期待に沿えず敗れ去りました。 

しかし２歳年下のプレーヤーと互角に戦えたこと 

を嬉しく思っています。準優勝ということで毎日新 

聞社から銀メダルを戴きました。ご声援ありがとう 

ございました。取り急ぎご報告迄・・・。」 

 

大阪・関西万博のご案内 

西本敬一（昭 63 商、硬式テニス部ＯＢ） 

公益社団法人 2025年日本国際博覧会協会 

経営企画室 上席審議役  

万博については何かと報道等

でおさわがせしていますが、25年

間万博に携わってきた私から見

ると、正確なことが世の中に伝わ

っていないと存じ、このような機

会に少しでも真の万博の姿を多

くの皆様にご理解頂ければと考

えた次第です。 

もし可能であれば、会のご迷惑にならない範囲で万

博のお話をさせていただこうと存じます。 

ご参考までに、全国 600 を超える自治体を対象に、

最近始めた連載記事の一部をご紹介します。 

近畿進交会サークル活動 トピックス 
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万博を巡っては、報道等も含めて様々な疑問が挙げ

られています。テーマパークや見本市と何が違うのか、

インターネットや海外旅行の時代に必要なのか等々

の疑問です。そこで、そもそも「万博とは何か？」に

ついて 3点紹介します。 

§公衆の教育 

国際博覧会条約第 1条には、万博の定義として「公

衆の教育を主たる目的とする催し」と書かれています。

世界と未来を「学ぶ」人類最大のイベントと言い換え

てもよいでしょう。主体性や対話を重視するアクティ

ブラーニングに通じることから、教育関係者の皆様に

も万博を活用いただけるとありがたいです。 

§時代を映す鏡 

170 年の歴史を誇る万博は、常にその時代時代を反

映してきたイベントです。「世界の今を知り、未来を考

え想像する場」が万博です。ＳＦ的未来ではなく、想

像可能な近未来がポイントです。 

§世界の人々が一堂に会する場 

共通のテーマの下、半年間の長きにわたり、世界の

人々が同じ場所にリアルに集う比類なきイベントで

す。 

世界各国のパビリオンのみならず、日替わりで各国

のイベントや記念式典が楽しめるナショナルデー等、

世界中のあらゆる人々の息遣いをリアルに感じ、深く

対話し交流できるまたとない機会でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わが青春の１ページ第２弾 

大井 孝（昭 50商） 

前回の商学部 1年次分に引き続き、 

小生、商学部 2年次（昭和 47年）の 

部誌（バックミラー）への投稿である。 

商二年 大井 孝 

今のクラブの状態を一見すると、部解散に近い位置

にあるようだ。各人がバラバラで、生き生きとしたも

のが感じられない。どちらかと言えば、頽廃ムードの

ようだ。一人一人の自覚が足りない点もあるかもしれ

ないが、クラブとしての目標が定まっていないのも一

つの原因ではないだろうか。 

年度行事としては、新入生歓迎コンパ・合宿・遠征・

納会・追い出しコンパが挙げられるが、これだけに終

始するに至っては、クラブとは言えないであろう。こ

れに訓練ドライブ・ラリー参加・ラリー開催等を組み

入れてもまだ充実するものではないと思う。自動車ク

ラブとしての原点に立ち返った場合、やはり、メカに

強くなることであろう。部結成の当時に比してかなり

技術が落ちているそうだ。このままだと、免許取得愛

好会に終わりそうな気がしてならない。財政厳しき折

からも、メカに強くなることは絶対に必要であろう。  

クラブとしては、人間と人間が心からの対話ができ

るような場を作り出すべきだと思う。僅かな心の溝が

できても、クラブが有機体としてスムースに活動して

いくことは困難だと思う。クラブが一つの目的に向か

って突き進む時にこのような問題は解決できると思

う。自発能動的にクラブを盛り上げる姿勢を忘れるこ

となく、スクラム組んでやっていきたい。 

 

 

 

近畿進交会 令和 6年度第 1 回幹事会 

日 時：令和6年5月25日（土）14：00－17：00 

場 所：インスショールーム 

出席者：麻野・三木・川戸・塚本・内田・竹田・田邊・

牧・森岡 

① 令和6年度事業計画と予算案 

機関紙「しんこう」発行（年2回） 

令和６年度総会及び「集い」開催（企画と贈答品他） 

幹事会（年3回以上：基本は5月・10月・2月） 

※事業費は会費と前年度繰越金で賄う。 
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② 令和6年度人事について（幹事の増減他） 

古内さんの東京転勤に伴い、平成卒の幹事がいない

状況。「候補者を選定」 

③ 会員の現状把握と増減への対策 

70年代卒までの退会者が増え、平成卒以降の方々に

会への参加者が少ない現状。 

「集い」での企画・SNSの活用等 

④ 平成卒の幹事勧誘について 

平成卒及び女性の会員に働きかけて幹事を20名ま

で増員する。「集い」新規参加者への継続的交渉の中

で幹事依頼を検討する。 

候補者を選定し会長と事務局が担当 

⑤ 令和6年度「近畿進交会の集い」の内容について         

特別講義は齊藤毅憲名誉教授に依頼済み。 

大阪キャッスルホテルの前川取締役と打ち合わせ。 

次回幹事会で詳細を詰める。 

⑥ 参加者の集客について 

齊藤ゼミ生への呼びかけ・過去の新規参加者への呼

びかけ。「しんこう」80号での呼びかけ（齊藤毅憲名

誉教授の経歴他の掲載） 

⑦ 来賓の方々について 

市大卒業生担当から2名、進交会（浜大会）から1名

参加予定 

⑧ 「しんこう80号」発行について 

編集会議の日程・発行日予定・令和5年度会計報告・

サークル活動の報告他 

⑨ 次回幹事会の日程について： 

8月31日（土）14時～インスショールーム 

♯懸案事項：年会費の納入者数次第では、今の事業計

画は維持出来ない。機関紙「しんこう」の発行を年

1回（12ページ）とすることの検討が必要。 

決定事項 

・機関紙「しんこう」の発行は今まで通り年2回の発行

とする。 

・「しんこう」に広告を掲載する。 

・「集い」の当日会費は、企画内容や当日経費を考慮し

10,000円とする。 

・「集い」直前の幹事会 

10月19日（土）14時よりインスショールームにて 

・「しんこう80号」編集会議7/20（リモートにて） 

発行日9/20予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度事業報告 

第１回幹事会 

日時：令和5年5月27日（土）14：00－16：00 

場所：インスショールーム 

概要：新役員体制・組織図・会則の一部修正ほか 

第２回幹事会 

日時：令和5年8月19日（土）14：00－16：00 

場所：インスショールーム 

概要：令和5年度近畿進交会「集い」の準備と集客に

ついてほか 

第３回幹事会 

日時：令和5年10月14日（土） 

場所：インスショールーム 

概要：総会及び集いの直前確認ほか 

令和５年度総会・集い 

日時：令和5年11月12日12：00－15：00 

場所：新阪急ホテル 

第４回幹事会 

日時：令和6年2月3日（新年会） 

場所：大東洋 

概要：令和５年度総会・集い事後検討、令和６年度

総会・集いの日程ほか 

【サークル活動】 

歩こう会 

令和5年5月12日道修町ミュージアムストリート 

令和5年10月28日平野郷環濠自治都市 

落語を聴く会 

令和5年6月24日神戸喜楽館 

令和5年9月24日繫昌亭 

令和5年12月2日上本町銭屋ホール 

ゴルフ同好会 

令和 5 年 4 月 13 日と 10 月 26 日に茨木国際ゴルフ

俱楽部にて。
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会員異動・お便り 

ご 逝 去 沖谷立郎 昭36商学部（令和5年10月） 河中愛蔵 昭37商学部（令和6年1月13日） 

退 会 希 望 出射靖郎 昭37商学部 全在紋 昭44商学部 

長年にわたる会へのご協力、本当にありがとうございました。 

転居先不明 宮沢超一郎 昭20Ｙ専 高井吉時 昭38文理学部 平田茂之 昭S40商学部 

 荒木吉郎 昭47文理学部 藤本太郎 平成4商学部 河合春奈 平31国際総合科学部 

 前西智貴 令3国際総合科学部 

※転居される場合は近畿進交会事務局へご一報いただきますようご協力お願いいたします。 

事務局連絡先：〒635－0834 奈良県北葛城郡広陵町大塚621 塚本義久 

電話：0745-55-2252 携帯：090-3626-0133 

MAIL：ztazh99238@yahoo.co.jp 

 

令和6年度 運営会費 納入者ご芳名 

Ｙ校 昭35内田正雄 昭38霧生昭 

商学部 昭33関敏光 押村忠男 昭34植田美夫 伊藤貴美男 朝井幸洋 竹内義勝 昭35中島裕 昭36野口実 小野甫夫 

坂上晋太 昭37髙木敏幸 千野弘 長渕勲 昭39石原浩 鈴木剛夫 中原悠司 昭40岡崎俊太郎 小林博 坂原修二 

冨田俊三 日隈中 山本英夫 昭42霧生昭(再掲) 昭43菅英伸 廣内禎介 昭44城島護彦 全在紋 冨田一弘 

昭45松井勤 三善慎一 昭46岡崎智 竹内邦彦 森岡章 昭47清水薫 昭49竹田博 昭50麻野広行 大井孝 湯淺利輝 

昭51紅露章子 西尾信行 柳敏夫 昭52川戸眞吾 昭57藤本剛二 昭58塚本義久 昭63浅香辰也 平6北見龍彦 

平7西崎真弓 平17松嶋宣樹 

文理学部 昭36久保正寿 原洋志 昭37中村利寿 昭39柿花和夫 昭41森田浩一 奥村忠道 昭42半田澄夫 

昭51田邊俊二 昭52三木京子 昭53三木得生 昭58細野眞嗣 昭63佐々木亞以子 平7杉野利幸 

医学部 昭38津田義則 昭45安武健二 昭51牧一郎 平17福本毅 

・令和６年７月２４日現在６６名です。ご協力ありがとうございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

「運営会費」納入のお願い 

近畿進交会の令和 6年度「運営会費 3,000円」を同封の郵便局「払込取扱票」にてお振込みしていただきますよ

う、お願い申し上げます。（本部からの「進交会報」の年会費とは別途のご案内となっております。） 

～令和 5年度の会費納入者は８９名でした。ご協力ありがとうございました。 

近畿進交会の活動を継続していくために、会員皆様の積極的納入をよろしくお願い申し上げます。～ 

御 礼 

・三恵メリヤス株式会社様、株式会社インス様より広告掲載いただきました。（昭和 53 年文理学部卒三木得生） 
・まきこどもクリニック様より広告掲載いただきました。（昭和 51 年医学部卒牧一郎） 
・ＨＢＵ広内不動産鑑定株式会社様より機関紙「しんこう」発行の継続支援として壱万円の特別ご寄付をいただ
きました。（昭和 43 年商学部卒廣内禎介） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆･◆･◆･◆ 編集便り ◆･◆･◆･◆ 

機関誌「しんこう」は会員の皆さまのご協力で編纂しております。「日頃思っていること」、「わが町の自慢

話」、「学生時代の思い出」「趣味・娯楽に関すること」等、なんでも結構ですので、気軽に投稿してみてくだ

さい。原稿は、下記編集子までメール送信してください。 

 

大井宛 携帯：090-1021-7574 MAIL: taka236428@kcn.jp 

大上宛 携帯：090-3708-8674 MAIL: masamichi.oue.0001@gmail.com 

井原宛 携帯：080-4233-1013  MAIL: iharak@hb.tp1.jp 

なお、郵送の場合は、下記住所宛お送りください。 

〒610-0343 京都府京田辺市 大住仲ノ谷２－１２ 

大井 孝 宛 
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「しんこう」広告の欄

 

 

 

 

 


